
ブータンの制限ツーリズムと GNH

(Gross National Happiness)

親 泊 素 子*

は じ め に

｢最後の理想郷｣ といわれるヒマラヤ小国, ブー

タン｡ 最近, 日本人の間でブータン訪問がブーム

になっている｡ 2007年にブータンを訪れた日本

人観光客数は 2,008人｡ ブータンの外国人訪問数

の 9.52％を占める｡ なぜブータンが日本人に注目

され始めたのだろうか？(1)

一つには養老孟司, 五木寛之といった著名人が

ブータンを訪れ, マスコミでその素晴らしさを語っ

ていることだ｡ もう一つはブータンのユニークな

開発理念の ｢GNH｣ が注目を集めているという

ことである｡ ｢GNH｣ (Gross National Happi-

ness) とは ｢国民総幸福量｣ と日本語で訳され

ており, ｢国の発展指数は単に GNPの規模を拡

大するのみならず, 同時に国民総幸福量を考える

ことが重要である｣ との理念から, 経済発展より

国民の幸せ感を国の発展の指標にしようというも

のである(2)｡ したがって, 国の開発計画委員会の

名称は “Gross National Happiness Committee”

と命名されているほどである｡ そして, すべての

開発はこの委員会のチェックを受けなければなら

ないことになっており, 過度の経済発展をコント

ロールする役割を担っている｡ かつて, ブータン

のジグメ・シンゲ・ワンチュク第 4代国王は,

｢ブータンは二周遅れのランナーと言われようと,

ゆっくりとした開発をしながら, 豊かな国づくり

を目指すのです｣ と述べられ(3), ブータン政府は

慎重に国の開発計画をたててきた｡ だが, 今, こ

の二週遅れのランナーが観光の分野で速度を上げ

て走り始めた｡

ブータンは ｢High Value, Low Volume｣ の

観光理念をかかげ, 観光客数を制限してきた(4)｡

その結果, ブータンの観光は ｢restricted tour-

ism｣ とか, ｢controlled tourism｣ (制限ツーリ

ズム) とも呼ばれ, 年間のブータンへの外国人観
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表 年間観光客数

年 観光客数 年 観光客数

1974 274 1996 5,138

1983 1,979 1997 5,363

1985 1,895 1998 6,204

1986 2,405 1999 7,051

1987 2,524 2000 7,559

1988 2,199 2001 6,393

1989 1,480 2002 5,599

1990 1,538 2003 6,261

1991 2,106 2004 9,249

1992 2,763 2005 13,626

1993 2,984 2006 17,344

1994 3,971 2007 21,094

1995 4,765

出典：Royal Gov. of Bhutan, National Environment Com-

mission, The Middle Path : National Environment

Strategy for Bhutan, 1988, Ministry of Economic

Affairs, Dept. of Tourism, International Tourism

Monitor : Annual Report 2007, 2008



光客の入国数は, 他のアジア諸国と比較し, 極端

に少ない数であった (表 1)｡ また, その制限が

更なる稀少価値を生み出し, ブータン観光への憧

れと魅力を増大させてきた｡ しかし, ブータンが

世界的に知られるようになり, 多くの外国人観光

客が訪れるようになってきた結果, ブータン政府

は観光客の受け入れを増やしてきており, 今後 5

年間に 6万から 7万人を受け入れることが出来る

だろうと述べている(5)｡ ブータンのこういった観

光の拡大政策は, とりもなおさず観光収入の増大

を見込むものであり, 経済発展を期待することに

他ならない｡ そして, それはブータン国民の生活

を豊かにし, まさに国民総幸福量を実現するもの

につながるものではあるが, 一方ではそういった,

ブータンの観光客増加と, その受け入れに対する

施設整備の拡大は, ブータンの一番の魅力として

きた ｢秘境｣ とか, ｢手つかずの｣ 魅力と反比例

するものでもある｡ 2008年秋, 3年ぶりに現地調

査のためにブータンを訪問したが, 驚くほど観光

の施設整備が進んでいた｡ 一回目の現地調査を実

施した 2000年は, タイのバンコック国際空港経

由でブータンのパロ空港に降り立った時には国立

公園の中に到着したかと思うほど, 自然豊かな地

に着陸したのである｡ 無論現在でも, パロは自然

豊かな景観が広がってはいるが, その当時と比べ

てはるかに市街化してきており, 首都ティンプー

までの道路もきれいに舗装整備され, 先進国のハ

イウエイと変わらない心地よさである｡

そこで, 本研究は, 過去 4回におけるブータン

の現地調査を通して, ブータンのユニークなツー

リズム政策を整理してみるとともに, その発展に

伴うディレンマについて考察してみた｡ 本論をま

とめるにあたり, 現地でのブータン中央政府高官,

ブータンの国立公園事務所, ブータンのツアーオ

ペレーター, 王立ブータン自然保護協会

(RSPN) の自然保護 NGO, JICA, JICA 青年海

外協力隊及びシニア海外協力隊メンバーなどの多

くの方々のご協力があったことに感謝の意を申し

上げたい｡

Ⅰ. ブータンと日本

ブータンは, ヒマラヤ山脈南側斜面に位置した

東西約 300 km, 南北 150 km の陸地に囲まれた

国である｡ 国土面積は 46,500 kmで, これは日本

の国土面積のほぼ 8分の 1, 九州の 1.3倍の面積

で, 人口は 1998年の政府推定では 638,000人で

ある｡ 北西及び北部はチベットに, 残りはインド

によって囲まれている｡ 東部はインドのアルナチャ

ル・プラデシュ, 南部はアッサムと西ベンガルに,

西はシッキムに隣接している｡ したがって, イン

ドとの関係は大変深い｡ 地形は国全体が険しい山

岳地帯となっており, 標高 100 mからチベット

国境のクーラカンリ頂上の 7,554 mとかなりの標

高差がある(6)｡ 今回の調査でも標高 2,400 mの首

都ティンプーから 3,150 mのドチュ・ラ (峠) を

とおり, 1,350 mのプナカへと移動した時には夏

冬の服装を同日に着る体験した｡ ガイドブックに

東洋のスイスと紹介されるだけあって, 面積も地

形も非常に似ているが, スイスより標高差もあり,

人口密度は 5分の 1である｡ このブータンは地形

的には, 北から西北部のヒマラヤ地域, 中央部の

丘や谷間の地域, そして南部の小高い丘や平原地

帯の三つに区分される｡ 人々の居住分布もまちま

ちで, 首都ティンプーを中心にパロやブナカといっ

た地区は, 国の中心地だけあって人口も密集して

いるが, その他の地域では, 山々の家が点在して

いるような形で人々は住んでいる｡ したがって,

彼らの生活はまさに自然と共存した形の営みを見

ているようである｡

日本人でブータンの地を最初に訪れた人物は多
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田等観といわれているが, 彼は 1913年にブータ

ンを経由してチベットへ入ったとされている｡ ブー

タンを本格的に紹介した人物としては, 大阪府立

大学の助教授であった中尾佐助の名前が挙げられ

る｡ 彼は 1959年に, 『秘境ブータン』 という紀行

文を著し, 1965年には 『ヒマラヤの王国ブータ

ン』 を発表している｡ また, 1964年にはコロン

ボ計画の農業専門家として中尾佐助の弟子の西岡

京治がブータンに派遣された｡ 彼は長い期間, ブー

タンの農業開発に貢献したとして, 1980 年に

｢ダショー｣ (爵位) の称号を与えられている｡

1987年には日本の皇族として始めて浩宮皇太子

殿下がブータンを訪問された｡ 1988年から青年

海外協力隊の派遣がスタートし, その後は JICA

の専門家やシニアのボランティア隊員等も派遣さ

れるようになってきた(7)｡ また, 日本ブータン友

好協会の会員など, 知っている人たちの間ではブー

タン旅行も実施されており, ブータンを訪れる外

国人観光客の間では日本人観光客の数がずっと上

位を占めていた｡

一般にブータンが注目されたものとして, テレ

ビ朝日の ｢素敵な宇宙船地球号｣ で取り上げら

れた番組がある｡ それは ｢夢の王国・ブータン

ツルを見守る人々 ｣ をテーマとしたもの

で, オグロヅルが飛来するフォブジカの村がオグ

ロヅル保全のために電線の取り付けをあきらめた

という内容である｡ 村人が利便性をあきらめ, ツ

ルの保護を選択したというのが, 当時, 環境問題

に関心の高かった日本人の心に大きくアピールし

た｡ また, GNH (国民総幸福量) の話は JICA

の専門家や環境問題の研究者の間では前々から取

り上げられており, ブータンは ｢21世紀の開発

計画モデル｣ とか, ｢環境教育先進国｣ と称され

話題となっていた(8)｡ さらに, 熱狂的な日韓ワー

ルドカップ開催の年に最下位チーム同士がブータ

ンで試合をしたというニュースも世界に流れ,

｢The Other Final 2002｣ という映画にもなった｡

朝日新聞の ｢天声人語｣ でも GNHの理念が取り

上げられ, サッカー選手だった中田英寿などの有

名人の旅のドキュメンタリーも放映されるなどし

て, 若者の間にもブータンの名が知られるように

なった｡ 現在, ブータンを訪れる日本人には 20

代, 30代の若い女性が多いという｡

Ⅱ. ブータンの観光政策の変遷

ブータンは 1971年に国連のメンバーになるた

め, 長い間伝統的に守り続けてきた鎖国政策を変

更した｡ この頃に政府が望んだことは新しい教育

と制限つきでの来訪者であった｡ ところが 1972

年にブータンの 3代目国王が急死し, ジグメ・シ

ンゲ・ワンチュク皇太子が弱冠 16歳で第 4代国

王となり, その戴冠式が 1974年に行われた｡ そ

の際に外国から約 20名の国賓を迎えることとな

り, そのために宿泊施設を建設するとともに, 道

路も整備し, 車両も用意した｡ この時にパロ, ティ

ンプー, プッツオリンに宿泊施設を作った｡ 戴冠

式終了後, これらの施設を有効活用するために始

まったのがブータン観光の始まりである｡ この年

にブータンを訪れた観光客数は 287名だったが,

その時のブータンの人々の心のこもったもてなし

に, 旅行者がブータンを ｢シャングリラ (失われ

たこの世の楽園)｣ と呼んだのである｡ 実際, ブー

タンも単なる観光客というより, ｢来賓｣ として

観光客をもてなしたといわれ, 観光客が特にこう

いった印象を持ったのも当然だった(9)｡

また, 1960年代, 70年代と, ブータン政府は

隣国のネパールで問題化していたヒッピーなどの

観光客による風紀の乱れをおそれ, ｢割り当て｣

による観光客の制限を始めた｡ その結果, 一年に

200名とし, 一グループ 6人ないしそれ以上とし

た｡ また, 一日 130ドルとしたが, その当時にあっ

てはかなりの高額な数値であった｡ その当時のド

ルはまだまだ高い為替レートだったので, ｢世界

最貧国への, 世界で最も高い観光旅行｣ とも批判

されたという｡ また, 当時は空港がなかったため

に, 観光客はインドからプンツリィンの町の南国

境から陸路で入ってきた｡ インドの北から入るに

は旅行者は特別な許可証が必要で, それを入手す

るにはデリーのインド大使館を通して 6週間を必

要とした｡ プナカ, ワンデュ・ポダンには 1978

年に入ることが許可され, 1982年までには中央
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ブータンのトレッキングが許可されるようになっ

た｡ しかし, 初期の頃ブータンを訪れる観光客と

いうのは物好きな冒険家が訪ねる位だった(10)｡

1983年 2月にパロ空港が開設され, 新しいド

イツ製のドルニエ (Dornier) 228というプロペ

ラ機が導入され, パロとカルカッタを結ぶ便が飛

ぶようになった｡ しかしまだ, 小さな 17人乗り

の航空機で乗り心地も悪く, たびたび気象の関係

でフライトが欠航となったり不定期だったため,

人々は陸路でインドに出て, カルカッタやデリー

から国際線に乗り継ぐ方法をとっていた｡ そこで,

新しい航空機の導入を考え, 1988年に小型ジェッ

ト機が購入された｡ 1990 年には滑走路も拡張

され, 72 名乗りのボーイング 146 ジェット機

(BAe�146�100) が登場し, 国際線として飛ぶよ

うになった結果, ブータンの観光も新しい局面に

入ってきた(11)｡

徐々に民間資本も入ってくるようになってきた

が, 1991年まではブータン政府直属の組織であっ

た ｢ブータン観光公団｣ (Bhutan Tourism Cor-

poration : BTC) が所管であった｡ したがって,

外国人観光客は ｢ツーリスト｣ というより, 国の

｢ゲスト｣ として扱われた｡ 1991年の 10月に観

光が民営化されると, 多くの旅行会社が作られる

ようになったが, その多くは解散された観光公団

の元職員によるものであった｡ 観光会社は政府の

公定料金に準じてツアーを実施するが, 基本的に

は独立した利益を追求する組織として動くことが

出来た｡ また同年, 政府機関として貿易及び産

業省にブータン観光庁 (Tourism Authority of

Bhutan : TAB) が設立され, 1998 年には政府

観光局 (Dept. of Tourism Bhutan : DOT) と

なった｡ また, 2008年にはブータン観光審議会

(Tourism Council of Bhutan : TCB) となり現

在に到っている(12)｡

1991年に TABによって設けられたピークシー

ズンの公定料金制度は一日一人 200ドルでシーズ

ンオフ (閑散期) は 165ドルである｡ そのうち 35

％にあたる 70ドルもしくは 57.75ドルが政府に

よって徴収される｡ また, インド人もしくは非公

式の旅行者をのぞく残りの外国人観光客は, ブー

タン政府に登録された 60の観光業者を通して予

約を入れるが, 直接でも又, 自国の旅行代理店を

通しても良い｡ また, すべての観光客は政府認可

のホテル, ゲストハウス, ロッジ等に宿泊をする｡

すべてのガイドは英語を話すことが出来, 観光客

をパロ空港で出迎え, ブータンを離れるまでずっ

とアテンドする｡ バス会社は車両の手配及び食事

の手配をする｡ また, トレッキングをする観光客

にはトレッキングガイドがつき, トレッキンググ

ループを案内する(13)｡

Ⅲ. 日本人をひきつける観光の魅力とは

1. タイムトラベル：日本の過去がある国

ブータンには失われつつある日本を見つけるこ

とが出来る｡ かつて, 日本の国立公園協会にブー

タンのジグメ・ドルジ国立公園の支援活動を頼ん

できた国連ボランティア職員であった有原元博氏

がブータンを紹介する時に, ｢ブータンは江戸時

代, ネパールは明治時代と思ったらわかりやすい

でしょう｣ といっていたが, まさに幕末の日本に

タイムスリップしたような錯覚を覚える体験がで

きる国なのである｡ 丁度, リンカン・ステフェン

ズが 1917年に始めて日本に立ち寄った時に, ｢……

見事な稲田, そのはるか背景の連山, よく絵に描

かれた光景だ｡ そして東京について, 私は再び

beautyと風流を目撃した｡ 日本は “a thing of

beauty” なのだ｡ 私は, どの文明国, あるいは

いかなる文明も, 日本ほどに Lovelyであるとは

想像し得なかった｡ ……現在の日本のあり方こそ

が, 国民生活の全細部をその国の文化と調和させ

ることに成功した場合の文明国の範例にほかなら

ぬ｣(14), と感じた同じ心境を, ブータンのパロ空

港に降り立った日本人観光客は感じるのである｡

空港では日本の着物に似たゴ (Khos) やキラ

(Kiras) の民族衣装を身にまとったガイドらが

迎えてくれる｡ 町行く人々も民族衣装を着こなし,

野良で仕事をする人たちも今だ懐かしい農具を使

い, 農家も町並みも伝統的な建築で建てられてい

る｡ 日本の ｢伝統的建造物群｣(15)が国全体のスケー

ルで存在するかのようである｡ 中尾佐助が照葉樹
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林文化論を提唱したときに, その文化をヒマラヤ

の南面の中腹から, シナ南部, 日本本州南半部に

わたる地域を一つのユニットとしてとらえ, ブー

タンも日本も同じ照葉樹林農耕文化に位置づけた

ように, ブータンには文化的要素からみても日本

との共通点がとても多い(16)｡ また, 日本に馴染み

の植物もたくさんあり, 特にエトメトと呼ばれる

シャクナゲの花の咲く季節にブータンを訪れると,

すばらしい景観を楽しむことが出来る｡ こういっ

た日本のなつかしき原風景を直接目に触れ, 体験

できる, そんな国がブータンであり, それが日本

人にとって強烈なノスタルジアを呼び起こすので

ある｡ 多田道太郎や安田武は日本人には ｢滅びの

美学｣ があり, 滅びていくものへの強い郷愁の感

覚があるとしているが(17), まさに滅びてしまった

古きよき日本社会へと観光客は自分をタイムスリッ

プできるのである｡

2. 閑のあるライフスタイル

ブータンを訪れるとまず感じるのは時間の流れ

の緩やかなことだ｡ 一日が同じ 24時間であるの

になんと人々は穏やかに生活をしているのだろう｡

日本でのあわただしい生活のリズムが信じられな

い｡ 2000年の調査の時に, 東西を走る主要道路

で木材の運搬をしていた時には 30分以上, その

作業が終わるまで我々の車は待っていたし, 牛を

何頭かひいている老人が前を歩いている時も車は

ずっと通り過ぎるのを待っていた｡ 車で移動して

いる時に歩いている人たちを良く見かけるが, 彼

らは一日 20キロも 30キロも歩いて目的地に向か

うという｡ 日本なら車で用をたすような距離であ

る｡ また, 我々の旅行を手配してくれた旅行代理

店のオーナーは一年に働く日数は 2ケ月あまりだ

という｡ その他は地元の少年サッカーチームの面

倒を見たり, 友人たちとアーチェリーやバスケッ

トボールなどを楽しんだり, 王立ブータン自然保

護協会の広報活動をボランティアで手伝っている

という｡ 信じられない勤務時間ではないか｡ 1980

年代のブータン政府の勤務時間は月曜日から金曜

日までが朝 8時から午後 2時までで, 土曜日は

12時までだったという(18)｡ 労働時間も通勤時間

も長い日本人にとって想像しがたい勤務スタイル

である｡ 自由時間のたっぷりあるブータン人の生

活と比較すると, 物的豊かさとひきかえにゆとり

をなくしている日本人の生活が果たして本当に幸

せなのだろうかという疑問が沸いてくる｡

3. 自然の豊かさ：国全体が国立公園

ブータンの最初の現地調査を実施した 2000年

(平成 12年) 2月の出発前に, 青年海外協力隊で

ブータンに行っておられたカリタス女子短期大学

の石田孝夫先生に ｢ブータンは国中が国立公園の

ようなものですよ｣ と言われ, にわかには信じが

たい気持ちで出かけたが, パロ空港に降り立った

瞬間に, その意味が理解できた｡ まさに国中が国

立公園といえるほどの美しい自然景観が目の前に

広がっていた｡

ブータンは国土の 72.47％が森林で, その他,

農地が 7.71％, 牧草地が 3.9％, 居住地が 0.08％,

園芸地が 0.14％, その他が 16.7％である(19)｡ 園芸

地とは主としてりんごや柑橘類の果樹栽培で, そ

の他とあるのは万年雪・氷河や湖沼面積である｡

ブータンは ｢森林及び自然環境保全法｣ で, 国の

6割を森林として保護することが定められている

が, すでに 72.5％を森林として確保しており, ネ

パールの森林面積が 10％をきる中で, これだけ

の森林面積を維持していることはすごいことであ

る｡ その結果, ブータンはその生物の多様性とそ

の植生存在によって, ｢世界の 4大ホットスポッ

ト｣ と称されるほどである｡ また, 国際自然保護

連合 (IUCN) が, 国土の 10％を保護地域として

指定することを各国に促している中, ブータンで

はすでに 26％を保護地域として指定しており,

さらには, これらの保護地域を結ぶ ｢緑の回廊構

想｣ (グリーンコリドア構想) も実施に移してい

る｡ したがって, 一日車を走らせても, 決して途

切れることのない森林回廊が続き, 人間が深い緑

に吸い込まれていきそうな自然の奥深さを感じる

のである｡ 澄み切った新鮮な空気, 谷沿いを流れ

る豊かな水量とその透明さに, 国全体にしめなわ

がかかったような霊気漂う国がブータンなのであ

る｡ 照葉樹林は憂鬱で悲しげな幽玄さがあり, そ
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の山腹に点在する伝統的な仏教寺院や谷あいや川

沿いに立てられたゾン (Dzong) と呼ばれる王

城の荘厳さによって一層その風景の美しさが際立

つ｡

4. 宗教心

ブータンはチベット仏教のカギュ派とニンマ派

が浸透しているとされているが, ブータン国内で

多くの僧を見かける｡ 成人した僧だけでなく, 幼

稚園児のような幼い子供や若い僧たちが, 厳寒の

下, 僧院で修行しているが, その生活は大変質素

である｡ ブータンでは一家に一人子供を僧にする

といわれる程, 宗教心の厚い国である｡ また, 町

や道路沿いの見晴らしの良い場所には経文が書か

れたダルシンの色とりどりの旗が風にはためき,

ゾンや寺院の参拝者は朝に夕にマニ車を回しなが

ら祈りを続ける｡ またチョルテンと呼ばれる仏塔

もあちらこちらで見られ, まさに国中に宗教的雰

囲気が漂うのである｡ 本当に信仰している人々の

姿は, 宗教心が希薄となった日本人の胸を打つも

のがある｡

ブータンには世界遺産に指定できるようなすば

らしい寺院, 仏像, 仏画の遺産があるが, まだ,

一つも指定されていない｡ それに関して観光局長

に尋ねたところ, ブータン人は ｢ものにとらわれ

ない, ものはやがて朽ちるのが倣い｣ という考え

があり, あまり後世まで残そうという気持ちがな

い｡ また, ｢ブータン人が寺院に行くのは寺院の

価値を見学に行くのではなく, 寺院に 『拝む』 た

めに行くのである｣ と答えたが, 確かに我々が寺

院やチョルテンを見学する際に, 厳寒の真冬でも

ガイドはダウンジャケットを脱ぎ, ｢カムニ｣ と

呼ばれる白い布を肩にかけ, 正装して案内をして

いた｡ また, 寺院に足を踏み入れる際にどちらの

足を先にいれるかとか, どちらの方向で寺院を見

て回るか等, 細かい説明をしてくれ, 非常に精神

面での学ぶべきものが多い｡ 一度, 道中で次の町

まで若いブータンの女性を乗せてあげた時には,

町に着くまでその女性がずっとお経を唱え続けて

いたのにはびっくりしたが, ガイドによると車の

安全をお祈りしていたのだという｡ 地方行政を司

る場と寺院が同じ ｢ゾン｣ の建物に入っていると

いうだけでも, この国が宗教といかに強い結びつ

きをもっているかがわかる｡

5. 中庸の思想

ブータンにおける開発理念とは ｢仏教哲学にあ

る中庸の精神を機軸に 『モノと心』 の調和を保ち

ながら, ソフトランディングしつつ, 緩やかに勝

つ確実に前進しつつある｣ というもので, 伝統文

化と自然環境の保全に対してすばらしい実績を上

げている｡

1998年に発表されたブータンの国家環境保全

戦略のタイトルも, ｢中庸 (The Middle Path)：

ブータンの国家環境保全戦略｣ と名づけられ, 文

化遺産, 伝統的な価値観, 自然を保護しながら開

発をしていくという基本理念が示されており, こ

ういった戦略にかなう開発のみを許可すると述べ

られている(20)｡ また, 自国の伝統と文化を守るた

め, 厳しい民族衣装の着用を義務付け, 伝統建築

の保存にも力を入れ, 厳しい建築規制を実施して

いる｡ また, 自然環境を守るため, むやみと建築

物を建てることを控え, そのための不便やむなし

という考えを持っている｡

ブータンの旅で困ることの一つに施設の不備が

挙げられる｡ 宿泊施設での停電や熱いお湯がでて

こなかったり, トイレが使えなかったりする｡ 中

でも移動におけるトイレ問題は大きい｡ 2000年

の現地調査の際もジャカールからティンプーまで

の 12時間の旅でトイレストップは唯一昼食を取っ

たレストランでのみだった｡ しかし, 当時の観光

局長は ｢こういう不便な場所でも, この国の文化

と自然に魅力を感じてくださる方々を我々は歓迎

するのです｣ といい, 当分トイレを整備する計画

はないと言った｡ その理由は, ｢トイレの建物は

周辺の景観を破壊する要素ともなるし, 実際にト

イレを建設してもその管理が行き届かなければ,

かえって汚くなって使えなくなります｡ 何より,

糞尿は自然の中で分解されるので, その方が自然

環境の保全につながります｣ と答えた｡ また, 王

族の方々が地方に行かれる時には移動トイレを用

意するということだった(21)｡ そして 8年たった
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2008年に出かけた時も, まだトイレの整備はさ

れていなかったのである｡

また, フォブジカではオグロヅルの保護のため,

電気がなく, 暖を取るのにストーブの上においた

焼き石を部屋に戻る時に配られたり, お湯枕が配

られたりと, 地域の人と同じ暖をとる体験をした｡

観光局長はこういった状況に対し, ｢利便性を望

む観光客はそういった国に行かれればよいのです｡

ブータンの国のこういった不便さを承知で訪れる

観光客こそ, 我々が歓迎すべき観光客なのです｣

と言い切った(22)｡ こういった中庸の思想に基づき,

過度の開発を警戒し, ｢不便さ｣ さえも観光の特

色としてしまう, 逆転の発想は, 日本人の貧しい

中での ｢我慢｣, ｢忍耐｣ といった昔の価値観を思

い起こさせ, 懐かしい日本人の姿を思い起こさせ

るのである｡

6. 清貧の思想

中野重治の 『清貧の思想』 が日本でベストセラー

となったのは 1992年の秋である(23)｡ 日本ではバ

ブル経済が崩壊し, 人々の幸せや生き方が見直さ

れ始めた時期にあたる｡ 人々は経済力にものを言

わせ, 欲望のおもむくままに物質的な豊かさばか

りを追い求め, 物を買いあさった大量消費の生活

が決して人々を幸せにはしてくれなかったことを

悟り始めた時期でもある｡

ブータンはアジアの貧困国でありながら, 貧し

さを感じない｡ 現金がなくとも農業による自給自

足をしている人が多いからか貧しさを感じないの

である｡ また, ブータンの観光の基本姿勢は ｢武

士は食わねど高楊枝｣ で, 観光客のためにへつら

うことをしない｡ ありのままのブータンの良さを

みて欲しいというスタンスなのである｡ また, 地

方を回っても物乞いをしたり, 観光客をつけまわ

して物を売るような観光シーンは見られない｡ 観

光客からなにかをねだるといった場面に出くわす

ことがない｡ 与えられた環境の中でつつましやか

に生活する人々の姿を目にするのである｡ だが,

こういった簡素な暮らしは庶民だけではない｡ ブー

タンの前国王の 『ストイックなまでに質素なライ

フスタイル』(24) にも驚くべきものがあり, 国民の

尊敬はおろか, 国王のライフスタイル自体が日本

人観光客を魅了するものである｡

ブータンは 2006年に絶対王政から立憲民主国

に移行し, 第 4代国王ジクメ・シンゲ・ワンチュ

ク国王が退位し, 2008年 11月に第 5代国王ジク

メ・ケサル・ナムウゲル・ワンチュク皇太子が即

位した｡ しかし, 前国王は GNHの理念を提唱し

たことでも知られるように, 非常に文化と自然保

護に関する思いも深く, 国王自身が 『清貧の思想』

を実践されている方なのである｡ 国王の住まいも

サムテンリン・パレスと呼ばれる質素なログキャ

ビンで, 車もトヨタのランドクルーザーであると

いう｡ また, 1989年 2月の大喪の礼, 1990年 11

月の即位の礼のために来日された時にもブータン

の民族衣装で出席し, 話題となった｡

また, 各国途上国元首が ODAの増額援助要請

をする中で, そういうお話を一切なさらなかった

という話が残されている｡ さらに, インドのアッ

サムの分離派独立運動で, インド人ゲリラ武装の

少数民族がブータン領内でトラブルを起こした際

にも話し合いで決着が付かなかったために, 軍事

的手段により国外退去をさせることになった｡ そ

の時に国の独立・安全の保守派国王の任務である

として, 国王自らが王子を伴い, 戦いの陣頭指揮

をしたことも人々を驚かせた(25)｡ こうした国王の

人柄と信念は国内外の人々から大きな尊敬を集め

るものとなっている｡

7. 忠義心

ブータン観光を最大限に演出するものとして,

パロ空港で観光客を出迎えてくれるガイドがある｡

空港に着いた瞬間から ｢ゴ｣ や ｢キラ｣ の民族衣

装を身にまとったガイドがにこやかに出迎えてく

れ, ブータン観光がスタートする｡ パリッとのり

とアイロンのきいたテュゴの襦袢の袖と襟の白さ

と, 正装の際に用いられるショールのような ｢白

いカムニ｣ をまとった姿はさしずめ, 封建社会に

おける忠誠を誓った臣下を思わせる｡ この専門ガ

イドはブータン滞在中, すべての世話をしてくれ,

観光地への案内, 解説の他にも, 買い物, 食事,

病気の世話等, あらゆることをお願いできる頼も
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しいツアーエスコートでもある｡ ホテルに戻り,

自分の部屋に入るまで, 気配りと心配りで接客を

してくれる彼らの姿は, まさに観光客を案内する

というより, ｢ゲストをもてなす｣ 親切の極意を

感じさせてくれるものである｡ こういった日本人

の心をくすぐる忠義心と忠誠心のサービスを提供

してくれるブータンの専門ガイドもブータン観光

の特色のひとつである｡

Ⅳ. ブータンの観光の魅力を支える

メカニズム

ブータンのこういった観光の魅力を制度の面か

ら分析してみよう｡

1. ブータンのブランド力

｢ブランド｣ を著した石井淳蔵は ｢ブランドと

は, 九鬼周造のいう 『日本の粋』 や山本七平のい

う 『場の空気』 の概念に似て, 客観的なものとし

て存在するというよりも, その存在を了解しあう

ようなたぐいの存在のようにも思える｣(26) と述べ

ているが, ブータンもはっきりと定義ができない

までも, 観光客の間でなんとなく了解しあってい

るブータンのイメージがあり, それがブータンの

ブランドとなっている｡

実際に, 日本においてブータンを紹介する際に

使われている言葉として, ｢秘境ブータン｣ ｢ヒマ

ラヤの仏教王国｣, ｢雷龍王国ブータン｣, ｢神秘の

王国｣, ｢最後のシャングリラ｣, ｢桃源郷ブータン｣

といった文字が並ぶ｡ また, ブータンのツアーオ

ペレーターがウェブサイトに紹介しているブータ

ンのイメージには ｢珍しい｣, ｢文化的な｣, ｢伝統

の｣, ｢仏教の｣, ｢神秘的｣, ｢平和的｣, ｢山々の｣,

｢自然美あふれる｣, ｢エキゾチックな｣ といった

形容詞が用いられ, また, ホームページの旅行案

内には, ｢シャングリラ｣, ｢パラダイス｣, ｢悠久

の｣, ｢不思議な｣, ｢荘厳な｣, ｢そこなわれていな

い｣, ｢環境のホットスポット｣, ｢原始の｣ ｢手つ

かずの｣, ｢ユニーク｣, ｢排他的な｣ といった言葉

が盛んに使われている｡

そして, これらのイメージを作り上げている要

素の一つが, 地理, 地形的といった物理的要因に

よるものだけではなく, ｢公定料金制度｣ による

高い値段の設定なのである｡ この公定料金制度は

観光客数を制限する意図で始められたものではな

いと, 観光局長は述べていたが, 実質的に, 他の

アジアの発展途上国ならば, 一週間近い滞在がで

きるような値段を一日の滞在料金と設定すること

で, それだけの経済力のない観光客を締め出し,

結果として ｢制限ツーリズム｣ となり, ｢ブータ

ンの特殊性｣ を演出しているのである｡ ｢制限す

る｣ とは, 限界を定め, 線引きをするもので, こ

の意味するものは ｢排他性｣ である｡ また, こう

いったユニークな制度は ｢高級感｣ と同時に ｢稀

少価値｣ をも演出しているのである｡ そういった

｢高級感｣ と ｢稀少価値｣ を持つ国に訪れること

ができる観光客は言うまでもなく ｢優越感｣ と

｢特権意識｣ をも味わうことが出来るのである｡

この一日 200ドルを払わなければならないという

公定料金制度が, この額と比例して良質の観光客

を呼び込むとは限らないが, 少なくとも, 麻薬を

持ち込んだり, 無賃で旅をしようとする安易なヒッ

チハイカーやヒッピーといった, ブータンの文化

や風紀を乱すものの入国を抑える効果はあるとい

い, 実際にブータンを訪れる観光客は比較的高い

年齢で高学歴, 高収入の観光客という統計がでて

いる｡ この公定料金は来年度からさらにオンシー

ズンが 250ドルで, オフシーズンが 200ドルの値

上がりとなるという(27)｡

2. 旅の ｢アラカルト｣

ブータンでは一日一人 200ドルを払えば宿泊,

食事, 車, 運転手, 専門ガイドがつく｡ したがっ

て, いったん入国すれば, すべての面倒をみても

らえるという安心さがある｡

この公定料金制度においての最も魅力的な点は,

観光サービスの尺度がかならずしも金額と比例し

ていないという ｢意外性｣ ではないだろうか｡ す

なわち, 観光客は豪華なホテルに宿泊しようとゲ

ストハウスや農家に宿泊しても一日 200ドルとい

う値段設定である｡ また, 車両の利用距離に係わ

らずやはり一律の料金であることは, 日本や海外
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を旅行する時に当たり前となっている宿泊施設の

グレードアップに対する追加料金や, オプショナ

ルツアーに対するエキストラ料金がここではない

のである｡ こういった文化, 歴史的な観光, 国立

公園や自然地域のトレッキングなど, ツアーの内

容, 場所, 利用距離などに係わらず, すべてが一

律の料金制度というのは, より良いサービス, よ

り多い観光メニュー, より多くの移動距離程多く

支払うという旅行費用の常識を覆すものがある｡

いってみれば, ブータンの観光というのは, ｢旅

のアラカルト｣ ともいうべきもので, ｢定められ

た料金さえ払えば, 限りなく好きな旅を好きな日

程で好きなだけ満喫できる｣ 自分だけの一品の旅

なのである｡

3. ブータンの観光の流儀

ブータンの観光政策の一つに 『本物志向』 とい

うのがあり, ブータンの祭事などは観光客のため

に見せることを前提としては行われない(28)｡ 祭事

の中心はあくまで地元住民であり, そういった場

を見ることができる観光客は運が良いという考え

である｡ すなわち, 観光客のために便宜を図った

り, 観光客のための特別なパフォーマンスはしな

いということである｡ また, 観光客にとって最も

魅力的な寺院へも厳しい立ち入りを制限しており,

宗教を観光資源にはしないという原則を成り立た

せている｡ しかし, 宗教的儀式を見学したり, 瞑

想に参加したりといった精神的体験はブータン人

同様, 外国人観光客もやらせてもらえるのである｡

これらは伝統文化とブータン人の宗教心, 自国民

の利益を優先させる姿勢を貫くもので, 観光収入

のための過剰なサービスはしないことの原則を示

している｡ この観光客に媚びない姿勢もまた, 観

光のサービスの本質をつくもので, ｢本物を見せ

る｣ という自信とプライドは, 日時や内容を観光

客の便宜のために変更するといったことをせず,

その姿勢は, 偽りを嫌う日本人の武士道にも通ず

るものがある｡ 日本の観光地は商魂たくましく,

年中, 金太郎飴的な観光ハイライトを提供したり,

サービス過剰の結果, 行事の時期に関係なく疑似

体験が出来るようなパフォーマンスを用意するこ

とで, 逆にその地域の ｢本物性｣ を弱めてしまう

ケースも見受けられる｡

4. 環境保全

ブータンのガイドに, 夏の旅行は虫が多いが,

殺虫剤を使って殺すのではなく, 追い払うので気

をつけるようにと言われたが, 宗教心の深い国民

なので, 殺生を嫌い, むやみに生き物を殺さない

ということなのであろう｡ また, ブータンは

1999年に第 4代国王が ｢プラスチック使用の禁

止｣ を宣言し, その国王の在位 25周年にあわせ

て, プラスチック袋などの使用・販売を法律で禁

止することになった｡ また, 世界で唯一の禁煙国

としても知られ, 2004年 12月 17日のナショナ

ルデーより, 国内でのタバコの販売を全面的に禁

止することが決定された｡ さらに, 環境教育をブー

タンの三大政策の一つと位置づけ力を入れている｡

国全体が国立公園のように自然豊かな国でありな

がら, さらなる環境保全に力を注ぐブータンは

21世紀の環境モデルとも称され, 環境保全に関

心の高い観光客にはたまらない魅力を提供してい

る｡ また, 開発援助を拒む国としても知られ, 他

の開発途上国が援助の拡大を叫ぶ中で, ブータン

はいずれの時点で先進国からの援助を打ち切り,

ブータン自身が自立することを 20数年前からの

各開発計画の冒頭に必ず記しているほどである｡

これは, 開発援助による自然破壊や伝統文化の破

壊をおそれているもので, 隣国のネパールを反面

教師としている｡ また, 援助国を慎重に選択し,

北欧の福祉国家やスイス, ドイツ, オランダ, 日

本といった国を選択している(29)｡

Ⅴ. ブータンの観光政策の転換

初期の頃のブータンの観光政策は ｢制限ツーリ

ズム｣ と呼ばれるもので, ｢High Value, Low

Volume｣ を政策の基本として動いてきた｡ しか

し, このコンセプトには物理的な要因による理由

が大きく, 輸送機の定員の問題と宿泊設備の不足

が大きく影響していた｡ 1983年から 88年にかけ

てはたった 17人しか運べない小型のプロペラ機
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だったし, 1988年には 72人乗りのジェット機が

導入され, 運行路線が拡大することで, 乗客数は

大幅に伸びたが, ピークシーズンに集中する観光

客を運ぶには足りない座席数であった｡ それでも

1990 年から 96 年の 7 年間に約 16,000 人から約

27,000人にも増えたのである｡ さらに 2004年に

はエアーバスが二機導入され, 年間 6万から 7万

人の乗客を運べるようになった｡ このエアーバス

は 114座席あり, 50％以上の収容力アップとなり,

観光客の増加受け入れも可能となったのである(30)｡

また, ブータンはホテル数が十分ではなかった｡

ブータンのホテルは伝統的なブータン建築を基調

とする設計で, 先進国にあるようなマスツーリズ

ムに対応できる多くの客室をもったホテルがなかっ

た｡ ブータンに観光客が最も多く来る時期は 3月,

4月, 10月, 11月である｡ それは季節が一番良

いのと, 宗教や文化的行事がこの時期にあるから

である｡ 1, 2月, 及び 6, 7月は寒いし, トレッ

キングをするにも雨が多くツアーに向かないので

ある｡ したがって, ピークシーズンで最も頭を悩

ますのが宿泊施設の確保であり, 場合によっては

テントに宿泊する観光客も出ており, これはサー

ビスの低下を招くものであった｡

さらに, ツーリストが主として訪れる観光地が

集中しており, パロ, ティンプー, プナカ, ワン

ディボダン, トンサ, ブムタンぐらいで, 最近は

これらの地域にオグロヅルの越冬地で知られるフォ

ブジカが加わるようになったが中央帯に固まって

いる｡ また, サービスの施設整備という点からも

グローバルスタンダードからは程遠い状態であっ

た｡ 冷蔵庫があるホテルも数少なく, お湯や暖房

が効かないなどの問題が起こるホテルは少なくな

い｡ また, ホテルの従業員もきちんとした接客サー

ビスの訓練を受けておらず, いろいろとトラブル

が起きる場合もあった｡ そういった宿泊施設数の

不足や施設整備の不備, マンパワーの不足, サー

ビス技術の未熟さといった問題から, ブータン政

府としては受け入れる数に慎重にならざるを得な

かったというのが本音であった｡ しかし, 前述し

たように, 外国人観光客はこういった高い公定料

金や不便さを逆に魅力ある国としてとらえ, 観光

客の数は年々伸びてきたのだった｡ そこで, ブー

タン政府は, 今までの観光の基本理念としていた

｢High Value, Low Volume ｣ から, ｢High

Value, Low Negative Impact｣ という原則に切

り替えたのである｡ これは ｢人数制限を撤廃する

が, 環境や文化へのインパクトは出来るだけ抑え

る観光に切り替える｣ というものである｡ そして,

ブータン観光政策の 10年計画の目標として掲げ

たのが, ①責任ある観光, ②独自性を保つ, ③本

物志向, ④高い質, であった｡ これを原則としつ

つ, 10万人の観光客数の受け入れを目標とし,

観光による雇用を今までの 5％増加させる計画を

立てている｡ そして, その戦略として, 以下のよ

うな対策と推進策を検討している｡

1. 公定料金の維持

2. 質の維持とその監視, モニタリング

3. 観光製品の多様化

4. 宿泊施設の整備

5. ガイドサービスの充実

6. ネーチャーツーリズム, エコツーリズム,

ローカルツーリズムによる観光の推進

7. マーケッティングの改善

8. インフラの整備

9. 観光ゾーニングと観光資源の掘り起こし

10. 税の優遇措置

11. ゴミ問題の改善

また, 先進国では当たり前に利用されているク

レジットカードや ATM 機の導入, 公衆トイレ

の増設, 道路・交通の改善, インターネット施設

の整備, ホテルの施設をグローバルスタンダード

に引き上げる, レストランや食事のバリエーショ

ンを増やす, 野犬の始末, みやげ屋, ギフトショッ

プの数を増やすといった改善策も検討している(31)｡

Ⅵ. おわりに：観光のパラドックス

電線の代わりにソーラーを, 電話線の代わりに

携帯を, 投票箱の代わりにいきなり電子投票を,

と, よその途上国での発展プロセスを歩むことな

くいきなり近代化したブータンにとって近年の国

の発展の仕方は目覚しいものがある｡ はたして,
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｢最後のシャングリラ｣ といわれたブータンがそ

の稀少価値を保ったまま, 観光客を集め続けられ

るのだろうか？

人は当たり前のことを当たり前でない方法でや

ることによって注意をひきつけるもので, そうい

う点からすると, ブータンという国は, ｢世界の

常識を裏切った国｣ である｡ 低所得国でありなが

ら, 援助を断り, 自立を目指している国, 法外な

観光料金を徴収する国, 開発よりも保全を優先す

る国, 利便性より環境保全を優先するといった,

モノとお金の量に豊かさの指標を掲げてきた日本

人にとっては常識を破る発想を実践している国で

ある｡ しかも, 働き続け, ゆとりを失い, 大量消

費社会を形成した結果, 自然環境を破壊し, 人間

の生き方の根本まで見つめなおさざるを得なくなっ

た日本人にとって, GNH を国の理念と定め,

｢本当の豊かさとは何か？｣ を教えてくれるブー

タンへの観光は心が洗われる旅でもある｡

しかし, 観光客の拡大路線へと転じたブータン

は, 多くの観光客を迎え入れるための観光の整備

を進めはじめた｡ ホテルの建設にしても外国資本

を条件付ではあるが許可し, 外国資本による豪華

なホテルが次々に建設され始めた｡ 2004年にオー

プンしたホテル・アマン・コラやウマなどは一泊

1,000ドル以上の超高級リゾートホテルである｡

こういった超高級ホテルのサービスはあまりに心

地よすぎて, せっかくブータンを訪れても, 滞在

客はホテルの外に出たくなくなるほど快適である

という｡ こういった外資系のサービスは快適なグ

ローバルスタンダードのホテル施設とサービスを

提供するものではあるが, 一方では, 日本人がもっ

とも懐かしんだノスタルジックな環境をも葬り去

ることとなり, 本来のブータンの魅力としてきた

｢過去への郷愁｣ に浸れなくなってしまうマイナ

ス面を持ち込んでしまうことになってきている｡

また, 日本人にとって, ブータンとは自然の美

しさだけではなく, 国王の清貧の思想, ブータン

人の生き方の流儀に武士道の精神や日本人が失っ

てしまった自然観を見出し感動するのである｡ つ

つましやかに, しかし誇りと自信を持って, 決し

て観光客に媚びることなく, マイペースで観光客

を受け入れてきたブータンの ｢制限ツーリズム｣

はそれ自体が日本人にとって観光の最大の魅力と

なっていたのである｡ しかし近代化の波がおしよ

せてきたブータンの変化が影響してかどうかわか

らないが, ここ 10年間の日本人観光客数の伸び

率はトップ先進国中で一番低い｡ アメリカやイギ

リスといった欧米の国々の観光客数が伸びている｡

無論, 観光収入の増大による国の経済の発展は

国民の福祉へとつながり, それこそがブータンの

国民に対する GNHの幸福度を高める要素となる

ものであるが, 同時に観光客受け入れのための観

光施設の充実, 受け入れ人数の拡大といった利便

性の追及, 快適で効率的な観光サービスの充実は,

それこそ, 先進国の観光体験と変わらないものと

なってしまう｡

このように行きやすさが増せば増すほど, 観光

客の受け入れ人数を増やせば増やす程, ブータン

の稀少価値は薄れ, ブランド力も低下してしまう

のである｡ そういう意味で一見, ｢公定料金制度｣

と ｢GNH｣ はブータン観光の二大観光資源とい

われてきたが, その二つの基本理念は観光客の数

を ｢制限する｣ のと ｢増やす｣ という相反する面

を併せ持つキャッチコピーだったのである｡ ブー

タン審議会は今後の ｢観光 10年計画｣ において

観光客数を 10 万人にすることで, ブータンの

GNHを実現すると述べているが, こういったブー

タンの近代化と観光客の増加による混雑は観光の

価値を減少させるものである｡

先進国の人間にとって, ｢制限ツーリズム｣ に

よる人数制限や, ｢GNHを国の発展の指標｣ に

するという概念は同一線上にあり, ともに 『抑制

する』 ことをキーワードとしてとらえ, それがロ

ハスやスローライフといった新しいライフスタイ

ルと重なり注目されたのであった｡ しかし, ブー

タン政府にとっては GNHとは行過ぎることのな

い経済発展によって国民の貧困をなくし, 国民を

幸せにすることを目標とする概念であって, この

観光拡大政策はその指標と矛盾するものではない

のである｡ 確かに観光収容力からみて, 九州より

広い面積にわずか 64, 5万人しか人が住んでいな

い国であれば, 1万人の観光客が 10倍に増えた
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ところで, まだまだ受け入れる余地はあるだろう｡

しかし, 民族衣装を着て慎ましやかに生活するブー

タン人が 10万人増えるのと先進国の観光客 10万

人が旅の途中ですれちがうというのは明らかにブー

タンの印象は異なってくるのである｡

特に日本人が過去に持っていた ｢美意識や暮ら

しの流儀｣ をブータンの国に見出せると感じる日

本人観光客にとって, ブータンへの旅は, 過去の

郷愁を呼び起こすフォークツーリズム (民俗観光)

なのである｡ ブータンが現に貧困国であり, 国民

が幸せになるためには, さらなる経済発展と近代

化が必要であるという現実はできればみたくない

のである｡ こういった現実を見据えず, ブータン

に ｢ノスタルジックな日本｣ の幻想を抱き続ける

とブータンへの旅は失望に変わる｡

世界の ｢最後の理想郷｣ として存在していたブー

タンが, 発展と制限の二面性のバランスをどのよ

うに舵取りしていくかが今後の鍵となろう｡ そし

て, 今後, そういった部分での大きな役割を果た

すのが, まだ手付かずで残されているブータンの

国立公園の利用ではないだろうか｡ ブータンには

現在 9ケ所の保護地域があり, そのうちの 4ケ所

が国立公園として指定されている｡ ブータンの保

護地域には魅力あるトレッキングルートがたくさ

んあるが, まだまだトレッキングに参加をする観

光客は歴史・文化遺産を見学に来る観光客に比べ

てその数は極めて少ない｡ ブータンの国立公園は

日本同様, 公園内にも人々が生活を営んでおり,

四季の美しさのある国立公園や保護地域はシーズ

ンオフでも見るべき観光資源を有している｡ ブー

タン政府もエコツーリズムの重要な役割を認識し,

今後の力を入れていく観光政策の目玉として, こ

のエコツーリズムには特別な思いをもっているよ

うだ｡

また, ほぼ 10倍に増える観光客をむかえるに

あたって慎重に外国資本や民間の資本導入も検討

している｡ こういったブータン政府の観光政策転

換の流れが, 今後のブータンにどのような変化と

影響を与えるかは未知数ではあるが, ブータンの

観光の健全な発展を見守ることが出来れば幸いで

ある｡
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